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旧宝壕公会堂の建設および使用の経緯と建築の概要

郊外住宅地

竹中 r務自

1はじめに

昭和初期

公会堂

阪神間

遊閑地

宝塚音楽学校は、平成 10年、新築された建物に移転

した。それまで使用されてきた鉄筋コンクリート造竺階

の建物は、宝塚ファミリーランド(前身は宝塚新温泉)

の一両に立地していたため、平成 15年、遊園地が実質

的に閉園を迎えた際に解体される予定であったが、昨年、

市が買い 1:げて保存・再生することが決まった。
この建物は、当初は、阪神急行電鉄が経営する宝塚新

潟泉のー施設で、昭和 10年に安塚公会堂として竣 L.し

ている。しかし、昭和 12年7月からは、音楽歌劇学校

の使用に供し、平成 10年の学校移転に至るまで、概ね

同校の校舎として機能してきた i。玄関前での合格発表や

卒業記念写真撮影の風景は、恒例の行事として全倒的に

報道されてきた。これらの印象が強いこともあって、こ

の建物が、一時期でも校舎とは異なる利用に供していた

事実や建築物としての価値については殆ど知られていな

い。しかし、地域にとって重要な意味のある場所を継承

するうえで、その由来と履!援を知ることは、不可欠とい

える。;本稿はv当該の建築物が建設・使用されてきた経緯、

建築の特徴等について、現段階までに得られた資料で検

討することを通して明らかにするものである。

2建設および使用の経緯
設計は、竹中工務屈によることが明らかになった。同

社設計部の図面承認欄が押印された「宝塚公会堂新築設

計図面」の所蔵が確認できた(図 I、2)20 また、同社には、

設計者:糸川政雄、作業所長:網間寅古、工期:昭和9年

10月 10日~、という記録が残っている。ただし、図面

を現存建物と比較すると一階北側と東南側の窓配置やプ

ラン、 3階のプランなどで違いを認められる。一方、施

主である阪急電鉄にも各階平面を下敷きにした「衛生工

事設計図J4枚が残されていると昭和 9年6月初日の

日付で、大阪城口研究所設計部の記名がある。細部が簡

略化されているものの、ほぽ実際の建物と符合し、竹中

所蔵の関I百iより後に設計民終段階で作成されたといえる。
竣工は、昭和 10年3月20日とされている七当初の

木造案は結局、鉄筋コンクリート造三階建で落成した。

柿落としは、昭和 10年4月25日から同年 5月28日ま

での皇国海軍博覧会で、主会場として使用された 5。以降

も新温泉が主導する博覧会場に利用されたことが判る九

宝塚公会堂が計画される背景について詳細を記す資料

は今のところ見当?とらないが、昭和9年4月 19日付の
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記事に凡その内容が報じられている 7。ここでは、宮塚新

温泉内の中劇場が集会場を兼ねていた状態から、集会専

用の施設を設ける目的で計画されているとある。この時

点では、木造三階洋式の建物の一一階に800人収容の大ホー

ル、二階に小集会室と講習会場を設ける予定で、音楽歌

劇学校寄宿舎を取壊した敷地に建設、寄宿舎は女子青年

会館に移動するとされている。

竣工時の報道では、皇同海軍博覧会終了後は一般に開

放されることが記されているへより具体的には、博覧会

閉幕直後の 6月1日の記事に、「高級託児所といった幼

稚園と母の曾」や「花嫁学校」の検討と、同時に各震の

使用料について詳細に記されている九新温泉という遊閑

地内にありながら、近隣社会に聞かれた公共施設として

の性格を持たせようとしていたことが判る。

高級託児所や花嫁学校が実現したかは不明であるが、

まもなく、 6月下旬以降、宝塚女子育年会が公会堂を本

拠に活動を始めている 10。女子育年会は、昭和 6年、新

温泉内に宝塚女子青年会館が設置されると同時に成立し

た会員制の組織で、阪神間に居住する婦女子が、集会や

講習会を開催するなどの活動を行った。昭和8年までは、

主に女子青年会館での活動であったが、昭和9年から 10

年初期の間は、同じく新潟泉内に立地した文芸図書館が

利用された 11 これは、前記の報道のとおり、公会堂建

設のため学校の寄宿舎が取り壊され、女子青年会館が寄

宿舎に転用された結果と考えられる。稼働中の図書館利

用という一時避難的な措置の後、公会堂の利用が可能に

なって直ぐに活動場所を移す経過を見る限り、女子青年

会は、新拠点となる公会堂の竣工を待っていたものと思

われる。また、前記した、竣工前の作成と老えられる諸

図面を見ると、 -階が講堂、三階が展覧会陳列場、てて階

が講習室2室と料理講習室となっている。女子青年会で

は、会の設立当初から料理教室も度々催すなどしており、

活動内容と室構成カト・致している。このことからも、公

会堂は、女子青年会が、専用しないまでも、ある程度は

使用することを前提に計画されていたと考えられる。

その後、公会堂は、宝塚奇楽歌劇学校の校舎に転用され、

以降、敗戦前後の接収を除いて、平成 10年まで、同校

の建物として使用された 12。昭和 12年7月の『歌劇.JIr宝

塚ニュース」欄では、以降は本科生の校舎になることが

示されている 13 一方、組織としての女子青年会は、同

じ頃、機関誌『主主塚女青』が不敬記事を掲載したとして
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図 1r霊源公会堂新築般It図 1 一階平薗関』 より{官自分竹中ヱ務庖鶴}

摘発され、活動停止を余儀なくされている 14。このことが、

音楽歌劇学校へと転用される契機になったと考えられる。

3建築の概要

プランは、前記の竹中工務庖所蔵の凶而を参照すれば、

ファサードをつくる Iスパン、縦動線が収まる 1スパン、

主要室が収まる矩形の3つに分節ができる。主要室が収

まる矩形は、長辺を 16.5尺で4つ、短辺を 16尺で3つ

に分割して柱心位置をとっている(図1)。建物全体では、

90 x 48尺の矩形に幾つかの張出し部分がある格好になっ

ている。主要な室の構成は、前節で述べた通りであるが、

入り口から近い階に、より利用者の多い室を配しでいる

と考えられる。館内混雑の緩和を考慮していたとすれば、

両側に階段があるのは、特に 2階の展覧会陳列場への往

復動線を交錯させない意図と見ることができる。結果、

左右対称が基調の特徴的な平l白iとなっている 15
建築様式は「ライト式J と紹介されている 16 ライト

的手法が顕著とは言い難いが、水平的な要素で全体を強

調しつつ、矩形を構成的に組み合せた外観にその傾向を

見て取れる。特に東南側の縦動線を収めた矩形の箱を片

持ちで地而から浮かせて矩形問土‘の相関を強調している

点、玄関部分の附を大きくとって左右に回り込ませ、水

平性を強調している点に着目できる。部、エントラン

スの内部にスクラッチ・タイルが使用されていることも

ライト式という表現の根拠と思われる。ファサードでは、

額縁を横長に連続されることで、水平連続窓風の関口を

つくっている。また、階段ささ踊り場の窓は、出隅をサッシュ

枠のみで成り立たせており、軽快なっくりとなっている。

これらの表現には、インターナショナルスタイルの影響

も認められよう。さらに、各所に設けられた円窓は、アー

ル・デコ的とも捉えられるなど、全般的には、当時の日

本における近代建築のいくつかの流行を取り入れ、それ

らを巧みに纏めたデザインといえるだろう(図 2)170 

4まとめ
宝塚公会堂は、竹中工務府により設計された。遊園地

内にありながら、 -般市民が集会や講習会などを催せる

公共施設としての性格を有していたことが明らかになっ

た。また、宝塚女子青年会の新たな本拠地として計画さ

れた側面がある可能性の高いことを指摘できた。加えて、
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全体としては簡潔な構成ながら、細部に当時の表現がよ

く顕れた建築であることを示した。

1)音楽学校の名称について。大正 7年、宝塚音楽歌劇学校設立、 HI.!和 14年、

宝塚音楽舞踊学校と改称、 IT{{和 21年、宝塚台楽学校と改祢。

2)マイクロフィルムが保管されている。ナンバリングされた 1~ 10のうち、

9を除く 9枚を篠訟できた。内容は、各階、ド雨、断雨、姿側、集会室詳細。

阪急、mllの所蔵にも、同様の体裁でO苦手の配慣図 l枚が存干l:する。
3)阪急電鉄創滋事業本部で閲覧している。

4) r京阪神急行電鉄50年史』京阪神急行電鉄同和 34年

5)大阪毎日新聞附和 10年4付23日。計i画時の報道には、一階のホールを無
柱で作るとあり、これを木造で実現できずに織造の変更が生じたと考えられ

る。竣工時の報道では、ホール収主主人数も 500人に減じている。大阪I￥日新

聞の竣工報道は、日目利 IOif-4月23Hにされているが、これは、諸守の維
工事のほか、こけら訟と Lとして 25FJから開催される皇国海軍博覧会の会
場として使用するための準備なとやが残っていたためと恩われる。

6) 百円手1110年 7月20日"-'8月20け逓信文化博覧会、昭和 11年3月20日

~5 月 10 臼矯礼進化問覧会、昭和 12 "r?~1I月末支郎事変解説展覧会

Cf. r京阪神急行電鉄 50 年史~ Jj(阪神急行電鉄昭和 34年、 i也同文庫所蔵の
新聞スクラップ資料より

7)大阪毎日新関 H召和 9il" 4月 19FJ 
8)大阪毎円新聞 Rt!和 10年 4Ji 2:~ R 
9)大阪毎日新開昭和 10年6月 l日「阪急質塚経営部がこんどは幼稚闘や花

嫁伊校に手を着けるーこの|首jの博覧台場にあてるため今春十万円の工費で竣

工させた新渦泉内公曾堂の利則策として外除i諜では今1
"
1こ〉に高級託児所と

いった幼稚閑と付の台、それに附随した花嫁皐校を開設する計童を立て準備

中だが幼稚園はお子迷が好きな動物園と植物闘をそのま、教室としたl占空の
下の明朗は貨地教育に前きをおき阪大病院の教授)iliを顧問と Lた健康相談所

を常備、随時赤ちゃん以なども聞く、花嫁事校の先生はそのi患の権威者を斜
線して洋裁、料理、脊児から縫ったところで夫の搬縦法まで健授するのだと

(中時)三凶人を収谷し得る一階ホールが、1"日卜五円、日限祭日十八円、二

階の展覧曾場は平1Iト二円、H限祭H十:Ji円と決定。議裂に媛ずることになっ
たが三階は諸積の講習合場に充てられる。」

10) 松本佳子によれば、女子青年会の機関誌『宝塚女青』には、会員リとして、

本部が公会堂にあるとされている。松本佳子「昭和初期の阪神間郊外住宅地

における女性の社交活動ー宝嫁女f青年会を伊iJIこ J ~日本建築学会計 lilii系論

文集~ No.516，281-287，1999年 2月

11)自立掲松本佳子

12)なお、敗戦の前後については、資料が少なく、彼吉正はないが、橋4
によれば、 H明R和 l悶!l年(j月のi海毎1箪Zによる按収後、予科練の教療として使われ、
戦後、入れ替わって迎合箪が21年2月まで擬収していたという。

13) ~欽劇~ 205 >.j 昭和 12年 7月

14)大阪日日新聞昭如 12年 7月 16日

15) 両側11に階段を設けるなど、li'.:{j対初、のプランは、~塚新潟泉、パラダイス、

大劇場、文芸図脊館等、案以来時瓶泉の代表的な建築物に共通する点であるが、

その理由は不明である。

16)大阪毎日新聞昭和 10年4月23日

17)また、玄関l泌脇に用いられているタイルやその上部に架かる廟などには、

竹中工務]，1;が同時代に手がけた大阪朝日ピル(H!:!利6年)や阪急ピル(昭和4、

11年)に類似を認めることができる。混状は、il!具がアルミサッシュに代え

られ、内部も後年に多くの間仕切りが設けられている。ti!具は、かつての写

真を見ると、ファサード側にとり出しが、側面に開き戸が用いられている。
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